
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023/12/26 No.14 
ＪＲ東労組青年部 

（東日本旅客鉄道労働組合青年部） 

発行責任者 宮下 洋介 

１２月２５日（月）１４時０0分から、本部会議室において「第１０回系統別（運転・車掌）意見交換会」を開催

しました。議題は「職場活動の強化に向けて」と「組織強化・拡大に向けて」について各地の仲間と議論しました。 

議題①「職場活動の強化に向けて」 

年末手当のたたかいにおいて、職場の現実と大きく乖離した会社回答が出され、怒りを持つ多くの仲間が増えたこ

とを全体で確認しました。また、そのような会社の姿勢は安全に対する姿勢にも現れていることも一致しました。矢

継ぎ早に出される施策や各地で起きている事故・事象、職場で起きている問題を出し合い、それに対してどのように

向き合っていくべきか議論しました。職場で起きた事故・事象や問題点、安全レベルが低下してきている現状に対し、

職場の仲間と議論する場をつくること、おかしいことにおかしいと言える仲間をつくることなどを参加者と一致し、

安全議論をつくり出す事が出来るのは JR東労組であることを再確認しました。 

議題②「組織強化・拡大に向けて」 

年末手当のたたかいをはじめとする現在の会社姿勢への怒りを、２４春闘のたたかいを通じてさらに高めつつ、共

にたたかう仲間を増やしていかなくてはいけないことを一致しました。その中で、JR 東労組青年部の２４春闘方針

である「２４春闘総対話・メッセージ行動」をどのように取り組んでいくべきかということを議論し、２４春闘勝利

のためには組織強化・拡大が不可欠であることを確認しました。 

安全議論と同様に、社内世論づくりやそれに騙されない仲間を増やすために、怒りや悔しさをバネに２４春闘にお

いても一人ひとりが継続して実践していくことを参加者で確認しました。 


